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2011年 10月 17日 

 

【がん医療セミナー】 

もっと知ってほしい 大腸がんのこと in 松山  

アンケート結果の報告 

 

2011年 7月 9日（土）、いよてつ高島屋にて開催されました表題セミナーのアンケー

ト結果を、ご報告申し上げます。名の方にお申し込み頂き、当日は 121 名の方が参加さ

れ、うち、45名の方からご意見を頂きました（回収率％）。 

 

頂きましたコメントは、判読が難しいもの、表記が適切でないものも含め、原則全て記

載し紹介しています。但し、掲載が不適切と考えられる数件のコメントについては、割愛

させて頂いております事、ご了承下さい。 

 

           

（1）あなたのお立場に○印をお願いします。       

 ① 患者                  22.2%  

 ② 患者の家族・友人             24.4%  

 ③ 医療関係者（医師・看護師・薬剤師・その他：）           8.9%  

 ④ プレス関係                0.0%  

 ⑤ その他（               ）          35.6%  

 無記                 8.9% 

        

（2）講演に関するご感想を教えて下さい。      

  ■特別講演：金 哲彦 氏「すべての大腸がんサバイバーに捧ぐ：走る（生きる）意味」 

 ① 大変参考になった                     55.6%  

 ② 参考になった                                      35.6%  

 ③ 参考にならなかった                                      0.0%  

 ④ どちらとも言えない                                      0.0%  

 無記                                         8.9% 

     

■基調講演1：石黒 めぐみ 氏「大腸がんとは？予防・検診の実際」   

 ① 大変参考になった                                    64.4%  

 ② 参考になった                                      26.7%  

 ③ 参考にならなかった                                     0.0%  

 ④ どちらとも言えない                                     2.2%  

 無記                                        6.7%  

 

■基調講演2：渡部 祐司 氏「大腸がんの外科的治療と補助療法」   
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 ① 大変参考になった                                    60.0%  

 ② 参考になった                                      28.9%  

 ③ 参考にならなかった                                     0.0%  

 ④ どちらとも言えない                                     2.2%  

 無記                                        8.9%  

 

■基調講演3：仁科 智裕 氏「大腸がんの薬物療法（抗がん剤・分子標的治療）」  

 ① 大変参考になった                                    40.0%  

 ② 参考になった                                      40.0%  

 ③ 参考にならなかった                                     0.0%  

 ④ どちらとも言えない                                     6.7%  

 無記                                        13.3%  

 

（3）Q&A・トークセッションに関するご感想を教えて下さい  

 ① 大変参考になった                                     31.1%  

 ② 参考になった                                       15.6%  

 ③ 参考にならなかった                                      0.0%  

 ④ どちらとも言えない                                      0.0%  

 無記                                        53.3%  

       

（4）治療に関する情報はどのような媒体で入手しましたか？患者さん・ご家族以外の方

は、どのような媒体で入手すると思いますか？ （複数回答可）    

 ① 書籍                                17      37.8%   

 ② インターネット                              18      40.0%  

 ③ 同じ病気の患者                       14      31.1%  

 ④ がん患者会                                8      17.8%  

⑤ 患者団体・患者支援団体            6      13.3% 

⑥ 病院の相談窓口                        18      40.0%  

⑦ NPO などの相談窓口                               6      13.3%  

⑧その他                                5      11.1%  

無記                           5      11.1%  

     

（5）治療を受けるにあたって、どのような情報が必要でしたか？患者さん・ご家族以外

の方は、どのような情報が必要だと思いますか？（複数回答可）    

 ① 施設情報（病院など）                               16       35.6%  

 ② 医師情報（専門医など）                              20      44.4％  

 ③ 治療法の情報                                22       48.9%  

 ④ 薬剤に関する情報                               12       26.7%  

 ⑤ 治療以外（心の問題など）の相談窓口                 15       33.3%  
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 ⑥ 医療費に関する情報                               15       33.3%  

 ⑦ その他                                 3         6.7%  

 無記                                 11       24.4%  

       

（6）がん対策を進める上で、どの領域がもっと重要だと思いますか？   

  ① がんの予防の推進                          15.6％ 

  ② がんの検診の推進                                35.6%  

  ③ がん治療（研究）の推進                   13.3％ 

④ 治療後の社会的支援                                 8.9%  

⑤ その他                           4.4％ 

無記                                      22.2%  

 

（7）がん治療をよくする上で、患者(患者会・支援団体)の役割は重要だと思いますか？ 

  ① 強く思う                                        53.3%  

  ② 思う                       31.1%  

  ③ 思わない                                        0.0%  

  ④ どちらとも言えない                                       2.2%  

 無記                                        13.3% 

       

（8）その他、今回のセミナーに参加してのご感想･ご意見等ございましたら下記に記載く

ださい。       

【患者】 

・スクリーンが暗い。明るくしては。スクリーンの字が小さい。後方の席は見えにくかっ

た。 

・手術を受けて、2年と 3ケ月、家にこもりがちな生活、久しぶりに高島屋に来、またセ

ミナーを受けて、ガンから逃げてばかりの日々の様だったのに、いつの間にか、ガンと

向き合っている自分に気づく事が出来ました。ありがとうございました。 

・同じ悩み、苦しみを持った多くの人に会えて勇気がわいてきた。 

 

【患者の家族・友人】 

・とても参考になりました。ガンが進行しても病院におまかせして安心だと思います。先

生方のご努力に感謝しています。与えられた命、燃え尽きるまで家族で大切にしたいと

思っています。今日はありがとうございました。ギターも素晴らしかったです。元気を

頂きました。 

・大変参考になりました。私も盲腸近くのポリープが 6ｍｍありますが、検査はガンでは

ないので、今のところ手術の必要なしと言われた。1年に1度、検査をすると良いとの

こと。この会で得た知識で安心しました。ありがとうございました。 

 

【医療関係者】 
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・いちむじんのコンサートが途中であって良かったです。日ごろの蓄積されたストレスが

洗い流されるようなきれいな音色でした。また、一般の人にもよくわかる説明で良かっ

たです。私としては、もう少し専門的な勉強もしたいと思いました。トークショーはお

さらいが出来て良かったです。本日はありがとうございました。 

 

【その他】 

・がんに限らず、病気を得たとしてもその病気に悩むのではなく「どう生きるか」という

ことだと思います。いいお話を有難うございました。 

・他のがんもこういう会を聞きたいと思いました。 

・各先生方のお話を聞くことによって、生きる希望を持つことが出来ました。 

・7 月末に内視鏡検査に行きます。通常、周りの人たちはこの検査を極度に怖がります。

抵抗をのぞいて欲しいです。それには、金さんのような心強い体験談（慣れてくる）は

大きな力になると思います。渡部先生のお話はとても分かり易かったです。断片的な情

報がかなりつながる情報になりました。仁科先生は少しマイクが遠く聞きづらかったで

す。でも、治療の個別化の大切さについてよく分かりました。痛い思い、ストレスのか

かる思いをかかえこまなくてすむ検査を開発してほしいです。血液検査や高感度のガン

発見機器、早期発見が進むでしょうか。石黒先生の“おなかの大掃除”うまいですね。

玄米食、最近始めています。よく噛むので満腹感も得られます。予防という観点から、

あまり気にしすぎないように、おいしいものを食べ、生かされていることを楽しんで生

活していこうと思います。 

 いちむじんのミニコンサート、心が洗われました。ありがとうございました。 

・ガン全般の予防にはどんなことが有効なのかの啓発活動もして頂きたい。例えば、食事、

運動、または生活習慣など。最後になりましたが、「いちむじん」のコンサートまで用意

して頂いた本日の企画に御礼申し上げます。 

・訪問介護のヘルパーをしています。情報、知識を得ることで、ご利用者様の不安を取り

除いて差し上げられるお手伝いも出来ると思います。また、知識があれば、慌てずに対

応が出来ます。得た情報は、スタッフ達に伝えていこうと思います。多くの人に伝える

ことで、がん難民、そして医療難民の方が少なくなることを願っています。「在宅緩和ケ

ア」を広めていきたいと思っている介護職の一人です。その人らしく最後まで過ごして

頂けるよう、支援していきたいと新たに思いました。本日はありがとうございました。 

・情報発信の大切さを痛感した。 

・大腸がんの話を聞かせていただいて、緊張し体が硬くなっていましたが、ギターの素晴

らしい演奏で緊張がほぐれ、とても良かった。 

 

【無記入】 

・もうすこしわかるように道案内して欲しかったです。 

 

 

 


